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福島産オキタナゴの生活史特性

Ⅰ．緒　言

　ウミタナゴ科魚類Embiotocidaeは北米太平洋沿岸と日本，韓国の沿岸域に分布する（Tarp, 
１９５２;Nelson, １９９４）。温帯－亜寒帯に分布の中心があり潮間帯，藻場，岩礁などに多種が生
息する（Tarp, １９５２;Nelson, １９９４;Baltz, １９８４）。日本では北海道南部－九州北部の沿岸に
Ditrema属とNeoditrema属のウミタナゴ D. temminckii tmminckii，アカタナゴ D. jordani，
マタナゴ D. t. pacificum，アオタナゴ D. viridis，オキタナゴ Neoditrema ransonnetiが生
息する（中坊他，１９９３;Katafuchi and Nakabo，２００７）。本科魚類は胎生の繁殖様式を有して
おり（Wourms, １９８１），繁殖様式（Mizue, １９６１;水江, １９６１;Wiebe, １９６８;Webb and Brett, 
１９７２;Gardiner, １９７８a, b;Baltz, １９８４;櫻井・中園，１９９０）や野外の交尾生態（Nakazono et 
al., １９８１;Warner and Harlan, １９８２）に関する研究が行われてきた。
　オキタナゴN. ransonnetiは日本沿岸の岩礁に生息する小型種である（中坊他，１９９３）。沿岸
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　胎生のウミタナゴ科魚類の亜寒帯水域における生活史を解明する目的で，福島県太平洋沿岸
でオキタナゴ雌４８個体を採集した。体長は９２－１７４mm，年齢は１－４歳であった。このうち３－
４月に採集した３９個体の卵巣から受精卵と胎仔が見出された。親魚体長と一腹の擁卵数や擁胎
仔数との間にはy=０.４１x－２８.３6の正の相関が認められた。最多擁卵数は４５個であった。卵径は０.５
－０.6mmで，卵は胞胚期，嚢胚期，胚体形成期，孵化直前の発生段階であった。孵化直後の胎
仔の卵黄は小さく消化管が発達した。出産時期は７月頃と推測された。福島産オキタナゴは温
帯産と比べ，体サイズは大型で高齢個体が出現，擁卵数や擁胎仔数が多い，出産時期が遅いな
ど生活史の諸形質に相違が認められた。同水域におけるウミタナゴ科魚類の食材としての重要
度は，関東以西産よりも高いと考えられた。
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岩礁の中層や表層に生息して動物プランクトンを主な餌とするなど，海底付近を遊泳してベン
トスを餌とする他のウミタナゴ科とは異なる生態を有する（Hayase and Tanaka, １９８０a, b, c）。
本種の生活史や繁殖生態などに関しては，神奈川県小田和湾産で成長と寿命，擁胎仔数，生殖
年周期（Hayase and Tanaka, １９８０a），北海道函館産で生殖腺の成熟と胎仔の成長（Igarashi, 
１９６１，１９６２），大分県佐伯湾産で野外での交尾行動や社会構造（櫻井・中園，１９９６）と日周移動

（Sakurai and Nakazono, １９９５）が報告されてきた。しかし，温帯－亜寒帯水域の東北地方に
関しては，岩手県大槌湾周辺の出産時期が報告された（櫻井・新井，２００１）だけで生活史に関
する知見は乏しい。
　成長や繁殖に関する諸形質は温度に依存して変異が認められる（山平，２００１）ため，魚類の
生活史に関する諸形質を解明するためには，水温が異なる複数水域の研究に基づいて比較検討
する必要がある。そこで本研究は，ウミタナゴ科魚類の生活史諸形質の可塑性を解明すること
を研究の目的とした。本論文では福島産オキタナゴを材料に，親魚の成長と寿命，受精卵の出
現時期と形態，擁卵数と擁胎仔数，生殖年周期などに着目して，亜寒帯水域に生息するオキタ
ナゴの生活史諸形質を明らかにして温帯産と比較した。
　ウミタナゴ科魚類は重要な食品材料でもある（多紀保彦他，２０００）。本研究は魚類の生物学
的特徴の地域間変異を解明することを通じて，食材の食品学的特性の地域性を理解することを
併せて目的とした。

Ⅱ．採集場所と材料

　福島県太平洋沿岸は，黒潮と親潮の影響を受けて温帯と寒帯の中間的性質を有する海域と考
えられた（櫻井他，２００８，２００９）。福島県南部に位置する太平洋沿岸の小名浜・請戸において一
本釣り，および漁業者の漁獲物（底曳き網・刺網）からオキタナゴを得た。採集日と個体数は，
１９９７年は６月７日，１個体;１９９８年は３月９日，１６;３月１９日，１５;３月２４日，４;３月２７日，３;４月８日，５;
４月２４日，１;４月２８日，１;５月３１日，１;７月２１日，１の合計４８個体であった。 

Ⅲ．方　法

体サイズの計測と年齢査定
　標本はディバイダーと定規を用いて，体長（Standard length = SL）を１mmの単位で計測した。
また，年齢査定のために体側面より鱗を数枚採取し，１０％ホルマリンで保存した。後日，１０％
水酸化カリウム水溶液で鱗表面を洗浄して水洗した後，アルコールで脱水して２枚のスライド
グラスに挟んで万能投影器で検鏡した。近縁種のウミタナゴでは冬季に一本の年輪を生成する
こと（櫻井他，２００８）から，オキタナゴでもこれに従い年齢を査定した。

卵と胎仔の摘出と観察
　すべての標本から卵巣を摘出して９５％アルコールで保存した。卵巣は実体顕微鏡下にて解
剖し卵や胎仔の有無を調べた。卵，胎仔が見出された場合には，卵は５％ホルマリン海水溶液
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で，胎仔は９５％アルコールで保存した。後日，実体顕微鏡下で卵と胎仔の発生段階や外部形態
を観察した。卵の発生段階は胞胚期，嚢胚期，胚体形成，孵化直前卵に区分した。外部形態は
実体顕微鏡に装着したデジタルカメラと描画により記録した。卵径と孵化直後胎仔の大きさ
は，実体顕微鏡に接眼ミクロメーターを装着して０.０１mmの単位で，妊娠初期の胎仔の脊索長

（Notochord length = NL）は実体顕微鏡下で測定板を用いて０.１mmの単位で計測した。

データの解析
　１．親魚の体長組成と年齢の関係，２．親魚体長と擁卵数，擁胎仔数の関係，３．卵，胎仔の
発育段階と出現時期，４．卵と胎仔の外部形態について検討した。

Ⅳ．結　果

体長組成と年齢
　鱗には輪紋が確認され，これに基づき１歳から４歳までの個体と判定された。親魚の体長組成
と年齢を図１に示す。年齢別の体長は１歳，９２－１２４mmSL（平均１１０.８mm±１１.7３ SD, n=５）;２歳，
１２２－１４９（１３6.９±6.８５，n=２２）;３歳，１３８－１６０（１４6.7±7.３6，n=１５）;４歳，１５６－１７４（１6５.２
±7.１１，n=６）であった。

擁卵数，擁胎仔数
　４８個体のうち３９個体の卵巣から，卵または
胎仔が見出された。これら親魚の採集日と個
体数は，１９９８年３月９日，１５個体（卵４０４個）;
３月１９日，１５個体（卵４７８個）;３月２４日，２個
体（卵５１個），３月２７日，２個体（卵５６個）;４
月８日，５個体（卵９５個，胎仔３６個体）で，合
計数は卵が１０８４個，胎仔が３６個体であった。
　親魚の体長と一腹の卵，胎仔数との関係を
図２に示す。卵，胎仔数と親魚体長との間に 図２　親魚の体長と卵，胎仔数との関係

図１　親魚の体長組成と年齢
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はy=０.４１x－２８.３6（r=０.８４）の正の相関が認められた。最少は卵数９個（親魚体長９２mm，１
歳）で，最多は卵数４５個（１７０mm，４歳）であった。年齢別の一腹の卵，胎仔数は１歳;９－２０
個体（平均１５.８個体，n=４），２歳;１９－３５（２7.５，n=１９），３歳;２６－４０（３１.４，n=１３），４歳：
３９－４５（４２.０，n=３）であった。

卵，胎仔の発育段階と出現時期
　親魚採集日と卵，胎仔の発生段階を表１に示す。本研究では胞胚期，嚢胚期，胚体形成期，
孵化直前卵，孵化直後の胎仔，孵化後しばらく経過した妊娠初期の胎仔が見出された。親魚一
腹の保育する卵や胎仔の発生段階は揃っていた。３月９，１９日に採集された親魚では胞胚期，嚢
胚期，胚体形成期の卵が，３月２４日，２７日には胚体形成期の卵が出現した。４月８日採集の親魚
では胚体形成期，孵化直前卵，そして胎仔が出現した。このうち親魚２個体の卵巣からは卵と
孵化直後の胎仔の両者が見出された（親魚＃１，卵２６個，胎仔９個体;親魚＃２，卵１３個，胎仔３
個体）。

卵巣，卵，胎仔の形態
　卵や孵化直後の卵が見出された卵巣は細長く伸長しており（図３），卵生魚類の成熟卵巣のよ
うに肥大することはなかった。卵巣を解剖すると（図４），卵発生途上の卵が入り組んだ卵巣壁
の隙間に見出された。
　各成長段階における卵と胎仔の外部形態を図５に示す。胞胚期－胚体形成期の卵膜には弱い
粘着性が認められた。卵膜表面には卵巣漿液由来と考えられる物質が付着していた。
　胞胚期の卵（図５－A）は球形を呈しており，割球が発達して卵黄部分との境目が明瞭に区
別された。卵径は平均０.５５ｍｍ（０.５２－０.５８±０.０２mm，n=２２）だった。
　嚢胚期の卵（図５－B）では卵割がさらに進行した。卵径は０.５２mm（０.５０－０.５５±０.０２，n=
２１）だった。
　胚体形成期の卵（図５－C）では卵黄の周辺部分に胚体の形成が認められた。胚は胚体の成
長に伴い球形から楕円形に変化した。卵径は０.５6mm（０.５０－０.6２±０.０３，n=２８）だった。胚
体形成後期の卵（図５－D）では眼の形成が見られ，頭部と尾部が識別された。

表1　卵と胎仔の発育段階と出現時期

採集日
（１９９８年）

親魚数
合計

親魚数内訳
受精卵 胎仔

胞胚期 嚢胚期 胚体形成期 孵化直前 孵化直後 妊娠初期*１

３月　９日 １５ ２ ３ １０
３月１９日 １５ ４ ２ ９
３月２４日 ２ ２
３月２7日 ２ ２
４月　８日 ５ ２ ２*２ ２*２ １

*１：孵化後しばらく経過したと考えられる妊娠初期の胎仔。　　　　　　　　　　　　
*２：４月８日採集の親魚２個体からは，孵化直前の卵と孵化直後胎仔の両者が出現した。
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図３　卵巣の外部形態
（３月１９日採集親魚）

図４　解剖した図３の卵巣
（矢印は卵を示す）

　孵化直前卵（図５－E，F）では卵が長卵形へと変化して脊索など諸器官の発達が認められ
た。孵化直前卵は卵膜の性状から区分された。①卵膜が胞胚期－胚体形成期同様に硬い卵（図
５－E）。卵径は長径０.５９（０.５５－０.6２±０.０２，n=１２），短径０.５６（０.５０－０.6０±０.０３，n=１２）。
②卵膜は軟質で卵表面にはしわが認められる卵（図５－F）。卵径は長径０.６９mm（０.6４－０.7３
±０.０４，n= ４），短径０.５５（０.５０－０.５7±０.０３，n=４）で長径と短径の差が大きかった。
　孵化直後の胎仔（図５－G，H）は親魚２個体から計１２個体が出現した。このうち２個体につ
いて詳細に観察した。
　体躯幹部が卵黄を包み込んで屈曲した状態の個体（図５－G）の体サイズは１.５２mmNLだった。
尾部が卵黄から離れて体躯幹部が伸長した個体（図５－H）では１.２１mmNLだった。卵黄は小
さく消化管等の内臓部分が発達していた。
　孵化してしばらく経過したと考えられた胎仔（図５－I）は体躯幹部が伸長しており，発達
した消化管や膜鰭が認められた。体サイズは３.２mmNLであった。

Ⅴ．考　察

　オキタナゴの最大体サイズと寿命については，大分県佐伯産で体長１２５mm（櫻井，１９９６），
神奈川県小田和湾産では尾叉長１４０mmで最高年齢は２歳（Hayase and Tanaka，１９８０a）とさ
れていた。本研究では体長１７４mm，年齢４歳の個体が出現しており福島産オキタナゴはより大
型で寿命が長いと考えられた。
　日本産ウミタナゴ科の胎仔の形態に関する報告は多いが（Igarashi, １９６２;水江，１９６１;
Hayase and Tanaka, １９８０a;櫻井他，２００９），卵発生についてはアオタナゴ受精卵の断片的な
記載（座間，１９９９）しかなかった。本研究によりオキタナゴ受精卵の成長過程や擁卵数が明ら
かとなった。本種の擁卵数は１歳で平均１５.８個，２歳２５.7個，３歳３１.４個，４歳４２.０個であった。小
田和湾産の本種では親魚一個体の擁胎仔数が１歳で１０－１１個体，２歳で１２－１３個体と報告されて
おり（Hayase and Tanaka，１９８０a），本研究の福島産の擁胎仔数はこれより多かった。しかし
卵数と胎仔数の関係については，受精卵が卵巣内で発生を進める過程で淘汰される可能性を含

⬅
⬅

⬅

５ｍｍ
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図５　成長に伴う卵と胎仔の形態変化

A．胞胚期
卵径０.５7mm

１９９８年３月１９日採集

B．嚢胚期
卵径０.５４mm
１９９８年３月９日

C．胚体形成期
卵径０.５7mm
１９９８年３月９日

D．胚体形成期
卵径０.6２mm

１９９８年３月１９日

Ｅ．孵化直前の卵 ⑴
長径０.５7mm
短径０.５０mm
１９９８年４月８日

Ｆ．孵化直前の卵 ⑵
長径０.6９mm
短径０.５7mm
１９９８年４月８日

Ｇ．孵化直後の胎仔 ⑴
１.５２mmNL

１９９８年４月８日

Ｈ．孵化直後の胎仔 ⑵
１.２１mmNL

１９９８年４月８日

I．胎仔（妊娠初期）
３.２mmNL

１９９８年４月８日
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めて今後検討する必要がある。
　胞胚期，嚢胚期，胚体形成期の卵は球形，卵径は０.５２－０.５6mmであり，アオタナゴの卵径０.５
－０.6mm（座間，１９９９）とほぼ同じであった。卵膜は弱い粘着性を有していたが，岩や海藻な
どの基質に卵を付着させる必要がない胎生魚の卵が粘着性を有する理由は不明であった。孵化
直前の卵は卵膜の性状で二つに区分された。卵膜が軟質の卵（図５－F）は，孵化酵素により
卵膜が軟質化した孵化直前の卵と推測された。孵化直後の胎仔は１.２１－１.５２mmNLで卵黄は小
さく消化管が発達していた。３.２ｍｍNLの胎仔（図５－I）は体躯幹部が伸長して消化管と膜
鰭が発達したが，これらの形態は４.９mmNLのウミタナゴ胎仔（櫻井他，２００９）や５.０mmNLの
アオタナゴ胎仔（座間，１９９９）と同様であった。
　卵巣から摘出された卵の成長段階は３月９， １９日には胞胚期，嚢胚期や胚体形成期，３月
２４， ２７日には胚体形成期であった。４月８日には胚体形成期，孵化直前の卵，さらに孵化直後の
胎仔が出現した。このことから，福島産オキタナゴの受精は３月までに始まり４月頃に卵が孵化
すると考えられた。関東以西産の本種では，少なくとも３－４月には雌体内から胎仔が見出され
５月頃に出産される（櫻井他，１９９６;Hayase and Tanaka，１９８０a）。これに対して，北海道函
館産では７－８月に妊娠後期の胎仔が出現して出産時期とされ（Igarashi，１９６２），岩手県大槌
湾産でも出産時期は７月頃と報告されている（櫻井・新井，２００１）。本研究の福島産では孵化後
の胎仔の成長過程は未だ不明であるが，４月に孵化直後の胎仔が出現したことから出産時期は
４－６月の可能性は低く，北海道産や岩手産の７－８月に近いと推測された。
　福島産オキタナゴでは寿命，繁殖能力や生殖年周期など生活史における諸形質に温帯の関
東以西産と相違が認められた。これらの結果は福島産のウミタナゴと同様であった（櫻井他，
２００８，２００９）。同種内における生活史の緯度間変異（山平，２００１）がウミタナゴ科魚類で広く
起こっていることが示唆された。ウミタナゴ科魚類の分布の中心は北米太平洋沿岸の亜寒帯水
域であるが，東北地方の亜寒帯水域は本科魚類の日本における分布の中心と考えられる。同水
域の本科魚類は寿命が長く擁胎仔数が多いことから再生産能力が高く，本科魚類の食材として
の重要度も関東以西産より高いと考えられた。
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